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地
元
の
人
は
、「
ウ
マ
マ
リ
」と
発
音

す
る
。馬
廻
の「
ま
わ
り
」と
い
う
漢

字
は
、江
戸
期
以
来
の
地
誌
、村
方

文
書
で
は
廻
、　

、回
が
使
わ
れ
て

い
る
。八
木
大お

お

久く

ぼ保
の
南
東
に
あ

り
、南
部
は
、山
地
で
成な
り
あ
い相
川
が
北

流
す
る
緩
や
か
な
傾
斜
地
を
占
め

る
。「
正

し
ょ
う

保ほ
う

国く
に

絵え

図ず

」に
村
名
が
み

え
る
。成
相
寺
は
、寺じ

伝で
ん
に
よ
る
と
、

仁に
ん

治じ

四
年（
１
２
４
３
）、高
野
山

の
僧
実じ

っ
こ
う弘

上
人
が
高
野
山
を
模
し

て
建
立
し
た
と
伝
え
て
い
る
。し
か

し「
淡あ
わ

路じ

国こ
く

大
田
文
」に
は
笶
原
保

の
う
ち
に「
成
相
寺
一
所
」と
あ
る
の

で
、同
年
に
は
す
で
に
存
在
し
て
い

た
。地
名
の
語
源
と
し
て
、五
月
五

日
の
節
句
に
、牛
な
ど
は
、そ
の
角つ
の

に
菖し

ょ
う
ぶ蒲

を
結
わ
え
て
、そ
の
字
地
の

と
こ
ろ
の
何
ら
か
の
目
標
物
を
中

心
に
廻
ら
せ
て
、牛ぎ
ゅ
う
ば馬
の
健
康
を
祈

る
習
慣
が
あ
っ
た
。そ
の
習
慣
か
ら

発
し
た
地
名
と
い
う
説
が
あ
る（
落

合
重
信
説
）。牛
耕
地
帯
で
も
、こ

の
行
事
は
、「
ウ
マ
マ
ワ
リ
」と
呼
ば

れ
た
の
か
、疑
問
が
残
っ
て
い
る
。守

護
大
名
細
川
氏
を
警
護
す
る
馬
廻

衆
が
居
住
し
て
い
た
地
域
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、ま
だ
定
説
は
な
い
。

『続三原郡史』八 

木
馬
廻
（
や
ぎ
う
ま
ま
わ
り
）

郡
史
の
拾
い
読
み　

知
っ
て
お
き
た
い
・
・
・

牛
馬
の
健
康
を
祈
る
習
慣
…

問
編
纂
事
務
局
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室
☎
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・
５
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０
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※第７編 各説 地名の改変 三原郡の大字名と冠称の由来から抜粋

　

大
久
保
村
の
西
に
あ
る
。中
央
部
を

天
野
川
が
北
西
流
し
、南
西
部
を
円
行

寺
川（
三
原
川
）が
流
れ
、小お
い井

村
境
で

合
流
し
て
北
へ
流
れ
る
。「
正
保
国
絵

図
」に
村
名
が
み
え
る
。当
村（
区
）は
、

寺
内
と
宮み

や
地ち

か
ら
な
る
。宮
地
は
、市

村
の
一
牓ほ
う

示じ

で
あ
っ
た
が
、明
治
十
年

に
寺
内
村
、大
久
保
村
、馬
廻
村
と
合

併
し
て
天
野
村
と
な
っ
た
。そ
の
後
、寺

内
と
宮
地
は
同
一
区
と
な
っ
た
。地
名

の
由
来
は
、寺
内
は
、室
町
期
の
上こ
う

田だ

寺
の
寺
領
で
あ
っ
た
か
ら
と
伝
え
、宮

地
は
上
田
八
幡
神
社
の
社し

ゃ

領り
ょ
うで

あ
っ

た
か
ら
と
伝
え
て
い
る
。

八 

木
寺
内
（
や
ぎ
じ
な
い
）寺じ

領り
ょ
うで
あ
っ
た
…

地
名
の
由
来 

そ
の
20

（訂正）1月号の地名の由来＝榎列大榎列２段目11行目、「慕城」→「墓域（ぼいき）」
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2012年成人式
　実行委員募集

　南あわじ市では毎年、成人式実行委員会の新成人が成人式の企画・
準備・運営などをしています。自分たちの成人式を思い出に残るもの
にしたい！という人、実行委員になりませんか。2012 年の実行委
員を募集しています。問生涯学習文化振興課☎37-3020

撮影にご協力いただいた皆さま、ありがとうございました。

2011年の
テーマは感謝


